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      「足音」が聴こえていますか 
 
           

内閣府原子力安全委員会事務局長 上 原   哲 
 
 
 幼い頃の思い出の一つに「足音」があります。 

40年を越える昔の話ですから、個々の家庭に風

呂がありませんし、銭湯に通うこととなります。

銭湯への道筋も暗い街灯がぽつん、ぽつんとあ

るだけの夜道を通う訳です。普通は家族と一緒

に行くのですが、運悪く、夜遅くに自分一人で

行かねばならないこともあります。 

 行きはまだ人通りがあり、良いのですが、帰

りになるとほとんど人通りもなく、悪しくも「月

明かり」もないと、遠くに見える街灯を頼りに

暗い夜道を歩くこととなります。 

 こんなとき何時も気になったのが「足音」で

す。「ザック、ザック」という自分の下駄の音が

異様に高く響いて聞こえ、鳥肌が立ったり、後

の方から聞こえる「コッ、コッ」という靴音に

驚き、走って家に帰った記憶があります。 

 こんな幼児体験や原体験を持つ方はかなり居

るのではないかと思います。24時間営業である

現在の「東京」という大都市ではあまり望めな

い経験ですが、40余年前であればどこでも当り

前の光景であるともに、懐かしく感じます。 

 さて、日本分析センターは昭和49年に板橋区

浮間にあった旧工業技術院の公害資源研究所

(現在の（独）産業技術総合研究所)の跡地の一

角に新設したプレハブ中で産声を上げました。 

 その後、現在の千葉県に移転し、今年で創立

30周年を迎えるに至ったと承知しております。 

 この間、順調な発展を遂げられ、新しい分野

にも活動の幅を広げられつつあることは、喜ば

しい限りです。 

 ところで、日本分析センターはどんな幼児体

験や原体験を持っているのでしょうか。浮間で

生まれてからこれまでどんな「足音」を聴きな

がら育ってきたのでしょうか。 

 分析技術の進歩、発展は近年著しいものがあ

ります。特に、ライフサイエンスの分野におい

ては、鳥肌が立つほどのものや驚愕すべきもの

が少なくありません。 

 同時に、これらの高度な分析技術に関する需

要も拡大の一途をたどっています。 

 浮間で聴いた「足音」を原点とし、分析技術

に対する期待の「足音」に耳を傾け、さらに発

展されることを念願します。 

 



ビキニ原爆被災事件から50年 
－降下灰中の放射能測定－ 

 

金沢大学・自然計測応用研究センター・低レベル放射能実験施設(LLRL)教授 

山 本 政 儀 

 

1954 年 3 月１日、マグロ延縄漁船･第五福竜

丸がマーシャル諸島のビキニ環礁で米国が行っ

た核実験（高性能火薬 15MTの爆発量に相当）に

遭遇し、乗組員 23 名が被災した不幸な事件が発

生した（図 1)。今年は，この事件から 50 年目

になる。この事件は当大学とは無縁ではなく、

当時、理学部化学科の木羽敏泰先生らが汚染さ

れた原爆マグロの放射能測定にご尽力され、そ

の後のRI 利用施設、化学科の放射化学講座、さ

らに低レベル放射能実験施設の充実に繋がった

（詳細は木羽先生の「日本海域におけルフォー

ルアウト研究の歴史」、Isotope news，1983 年 2

月号，p.8-11 を参照）。当時の放射能測定で特

筆すべきことは、日本の科学者達がビキニ降下

灰中にウラン-237（237Uは238U(n,2n)の核反応で

生成,β̶ 壊変，半減期=6.75 日)を検出(図 2)

したことであり、この事が図らずも爆弾の正体

(3Ｆ爆弾:fission-fusion-fission爆弾）を解明

す る 糸 口 に な っ た 。 2 3 7 U は 半 減 期 が 

短いので、さらに237Uがβ̶ 壊変して生成する半

減期の長い娘核種ネプツニウム-237(237Np:α壊

変, 半減期=2.14×106年)の検出も試みようと

したが、微弱すぎて定量は不可能であると述 

引用  母と子でみる第五福竜丸 

     第五福竜丸平和協会編、草土文化、p.17 

図 1 第五福竜丸被災位置 

  図2 ビキニ降下物試料からの U-237検出、木村健二郎、他16名、第五福龍丸に降った 
    放射性降下物について、分析化学、3（4）335-348（1954） 
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べられている。金沢大学理学部附属の低レベル

放射能実験施設が出来てまもなくの頃、被災後

25 年を経た 1979 年 4 月下旬頃に阪上正信、小

村和久先生らが東京・夢の島の第五福竜丸展示

館を訪ねIn-situゲルマニウム(Ge)検出器で測

定を実施した（詳細はLLR L年次報告書、

LLRL-AR-4）。船体のほか、延縄や延縄の浮きの

目印に使用したボンテンチク(シュロ)、船体塗

料などの測定を行った結果、セシウム

-137(137Cs)、コバルト-60(60Co)、アンチモン

-125(125Sb)、ユウロピウム-155(155Eu)、アメリ

シウム-241(241Am)が比較的容易に検出された。

この時に研究用にとほんの少し頂いたと思われ

るシュロ試料が、当実験施設に保存されていた。

私は十数年前に一度、二年前（2002 年 12 月 17

日）に今度は学生（坂口 綾(Ｍ1)）を連れて久

しぶりにこの展示館を訪れた。周囲や展示物も

少し変わったように思えた。放射能研究を志す

者には、一度は訪ね、記憶に留めたい場所であ

る。当時、検出された237Uがどの程度の放射能レ

ベルであったのかに興味を持ち、このシュロ中

の237Uの壊変生成物237Npの分析を試みた（1995

年頃）。まず、シュロ試料 0.38ｇ(乾燥物)をGe

検出器でガンマー線測定すると、137Cs、60Coが

はっきりと検出され、死の灰の影響が残留して

いることを興味深く感じた。次いで、電子顕微

鏡-蛍光Ｘ線分析を併用して付着成分の元素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   表2 爆発当時のシュロ試料中の237U放射能と
      237U/239,240Pu放射能比 

組成を調べカルシウム(Ca)、マグネシウム(Mg)、

イオウ(S)の存在を確かめた。その後、放射化学

分離・精製を行い、237Npと共にU(235,234,238U)、プ

ルトニウム(238,239,240,241Pu)同位体及び241Amをα

線スペクトロメトリー等で定量した。極く微量

ではあるが、11.5 mBq/gの237Npを被災から 40

年後に初めて検出することに成功した(表 1)。

この237Np放射能量を基に当時のシュロ中の237U

を評価すると原子数で 1.1×1012個/g、放射能強

度で 1.3×106 Bq/g 存在していたことが推定で

きた(表 2)。当時の科学者達は、237Uの減衰を考

慮すると、これよりも 1～2 桁程度低いレベルの

放射能を化学分離を行いながらＧＭ管計数装置

で237Uの壊変を徹夜で測定し続けていたと推察

出来る。最も興味深いことは、表 2 に示すよう

に、1954 年 3月 26 日での木村健二郎先生らの評

価した237U/239,240Pu放射能比((5.0±3.5)×104)が、
4表

 上
記の
M. 
Bon
Fuk
70(
今回の測定から評価した値（1.7×10 ）と測定

誤差内でよく一致していることである。改めて、

当時の科学者達の分析、測定能力の素晴らしさ

と努力の結晶を強く認識させられる思いである。

当時のPuは、化学分離操作を何回も繰り返し原

子核乾板上に出来るPuからのアルファー線(α)

の飛跡を顕微鏡で入念に観察して求められてい

る。きめ細かな気の遠くなる仕事である。現在、

分析法や測定法の進歩は目覚ましく、放射能測

定が比較的簡単にできるようになった。先人の

ビキニ偉業を噛みしめながら、この分野の夢を

追いかけたいものである。 

1 ボンテンチク〔シュロ〕試料の測定結果 

 日本分析センターは、我が国の放射能測定に

おいて重要な役割を担っている。50 年目の節目

に、もう一度、分析･測定の意義と測定結果の重

みを考えながら一層ご活躍されることを期待し

ている。 

記ボンテンチク(シュロ)試料の分析結果の詳細は、下
論文を参照して下さい。 
Yamamoto et.al. : Np-237 in Hemp-palm leaves of
tenchiku for fishing gear used by the Fifth
uryu-maru: 40 years after“Bravo”. Health Phys.
5), 744-748 (1996) 
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原子力施設等放射能調査機関連絡協議会 
－平成16年度総会及び第31回年会について－ 

 

 原子力施設等放射能調査機関連絡協議会（以

下「放調協」という。）が、平成16年7月14日に、

北海道庁近くのホテルで開催されました。放調

協の会員である北海道、青森、宮城、福島、茨

城、新潟、石川、福井、静岡、京都、島根、岡

山、愛媛、佐賀、長崎、鹿児島の16道府県から

50名が参加しました。また、文部科学省防災環

境対策室の齋藤室長と岸本調査員及び泊原子力

保安検査官事務所の藤井原子力防災専門官が来

賓として、原子力安全技術センターの4名、海洋

生物環境研究所の2名、放射線計測協会の1名及

び日本分析センターの3名がオブザーバーとし

て参加しました。 

 吉岡放調協会長から、環境放射線モニタリン

グを行うことはもちろんのこと、最近の国際基

本安全基準(BSS)など多くの議題を審議し放射

線監視体制をより充実し、地域住民の安全、安

心を獲得したい。開催地の北海道に感謝したい

との挨拶がありました。 

 開催地である北海道原子力環境センター藤澤

所長から、午前中は総会、午後に年会を行う。泊

発電所3号機が建設中であるとの挨拶がありま

した。 

 齋藤室長から、放調協では、放射線の監視、

環境放射能対策、周辺住民への理解の増進等に

ご協力頂き御礼申し上げたい。また、6月の放調

協との定期協議では、要望をていねいにご説明

頂き、その内容を適切に受け止め反映させたい。

文部科学省の環境放射能対策の施策を進めるに

当たっては、放調協のご協力が必要であって、

歩みを一つにして進めて行きたいとの挨拶があ

りました。 

 

１．総会における文部科学省の講演 

 齋藤室長から「文部科学省の進める環境放射

能対策に係る施策について」と題した講演があ

りました。その概要は以下のとおりです。 

 (1) 昭和36年10月に設置された「放射能対策

本部」が廃止され、その機能は平成15年11

月より「放射能対策連絡会議」に引き継が

れた。 

 (2) 専門家会合の意見を踏まえ、平成14年9

月に、防災環境対策室がまとめた「放射能

調査研究に係る評価検討報告書」に基づき、

ストロンチウム90、セシウム137の調査試料

数を最適化するとともに、ウラン、トリウ

ム、ラドンなど自然放射性核種及び再処理

関連核種の調査を強化している。 

 (3) 文部科学省のホームページ「日本の環境

放射能と放射線」において、平成15年4月よ

り、関係省庁、47都道府県などの調査結果

280万件を公開するとともに、作図などの編

集機能を充実している。 

 (4) 文部科学省放射能測定法シリーズを整備

するとともに、今までに制定したシリーズ

の体系の整理、見直しを、自治体関係者の

意見を踏まえ、実施することとしている。 

  

２．年会における情報交換 

 分析確認調査における分割試料の調製につい

て、固体試料は、試料を均一に分割することは

困難であるので、液体試料に限定してはとの提

案が会員からありました。 

 この提案に対し、放射能レベルが低くなって

おり総合的に再検討してはどうか。試料の不均

一を追求することは、本来の分析確認の目的か

らはずれるとの意見がありました。 

 一方、分割法で結果が一致しないのは、担当

者の調製方法に問題があり、これを見出すのが

分析確認調査の意味である。前処理技術の維

持・継続のため、固体試料も含めた試料の分割

に関する分析確認調査を継続したいとの意見が

ありました。 

 

３．フランス、スペイン海外調査報告 

 フランスはアメリカについで世界2位の59基

の原子炉を、スペインは9基を所有している。フ

ランス、スペインとも原子力発電所周辺の環境

放射線監視は事業者とともに国も実施してお

り、環境放射線モニタリング、分析結果の相互

比較、測定結果の評価に国が深く関与している

とのことでした。 
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4. 年会特別講演 

 最後に、「環境放射線モニタリングの34年か

ら学ぶもの」と題して、福井県原子力環境監視

センター吉岡所長より、1980年までの中国によ

る大気圏内核実験では、ヨウ素131、マンガン54 

を、1986年のチェルノブイル原子力発電所事故

では、ヨウ素131を検出した。福井県内では、敦

賀、美浜、もんじゅ事故があったことなどについ

て、過去の貴重な経験を生かした講演がありまし

た。          （企画室 池内嘉宏） 

 

 
平成16年度ＪＩＣＡ集団研修 
｢環境放射能分析｣コースの開講 

 

１．経緯・目的等 

 当センターは、平成2年度に、ＪＩＣＡ（独立

行政法人国際協力機構）が主宰する集団研修の

中に「環境放射能分析」コースを開設し、本年

度で15年目になります。本コースの目的は、原

子力発電所や研究用原子炉を運用、建設あるい

は計画する開発途上国の環境放射能分析・測定

技術の向上を図り、当該国の環境問題対策に貢

献することです。これまでの受入者総数は、20

ヵ国、75名です。 

 16年度は、8月23日（月）から9月17日（金）

まで、本コースを開講しました。受講者は、ブ

ラジル、メキシコ、スリランカ、タイ、マケド

ニアの5ヵ国、5名でした。 

 

２．研修概要 

(1) 講義及び実習 

 本コースは、環境放射能分析・測定の実践的

な技術の習得のため、講義よりも実習に重点を

置いています。以下に主な内容を示します。 

  ①放射能と放射性同位元素、②生活環境と放

射線、③放射化学分析法の概論の後、次のとお

り講義と実習を行いました。④環境試料の採

取・前処理では土壌試料の採取から乾燥粉砕操

作、⑤Ge 半導体検出器によるγ線スペクトロメ

トリーでは基本的原理等の説明、土壌試料の測

定及びデータ解析、⑥放射性ストロンチウム分

析では灰試料の分析、ミルキング操作及びＬＢ

Ｃ測定、⑦トリチウム分析では海水試料の蒸留

精製及びクエンチング曲線の作成、⑧α線スペ

クトロメトリーによるウラン分析では土壌試料

の分析、⑨空間放射線測定では様々な種類の測

定器による計測とその比較、⑩ラドン濃度測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＬＤの計測実習 

 

では校正曲線の作成及び可搬型ラドン検出器に

よる測定です。 

(2)当センター外での研修 

 環境放射線モニタリングの実際の学習のため

に福井県原子力環境監視センター（敦賀市）及

び同センター福井分析管理室（福井市）を、ま

た、日本の原子力緊急時体制の学習のために原

子力緊急時支援・研修センター福井支所（敦賀

市）を訪問し、質疑応答、意見交換を行いまし

た。さらに、放射線影響研究所広島研究所（広

島市）において、放射線影響の疫学調査につい

て説明を受けた後、広島平和記念資料館及び原

爆ドームを見学しました。 

 

３．結び 

 本年度は、初めて受講者に対して小テストを

実施しました。これにより研修内容の理解度が

確認でき、今後の研修コースの改善に大いに参

考になりました。 

 最後に、本研修では多くの方々に多大なご協

力をいただきました。改めて感謝申し上げます。 

（分析部 桐田博史） 
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カ レ ン ダ ー 
日本分析センターの行事 環境放射能調査に係る文科省・自治体等の行事 

16  7  1 
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23 

26 

30 

ISO9001維持審査（～2） 

環境放射能分析研修「環境γ線量率測定法」（～9）

文部科学省防災環境対策室２名来所 

ISO/IEC17025維持審査 

日本原子力研究所国際原子力総合技術センタ

ー３名来所（～8日） 

環境放射能分析研修「トリチウム分析法」（～16）

環境放射能分析研修「環境放射能分析・測定の

基礎」（民間機関対象）（～30） 

第1回情報収集公開委員会 

第1回精度管理検討委員会 

PA モニタリング委員会 

16  7  2

9

14

21

26

原ソルトレイクシティ佐世保港寄港（～3） 

原アレキサンドリア横須賀港寄港(～19） 

原ホノルル金武中城港沖泊り 

原子力施設等放射能調査機関連絡協議会平成

16年度総会及び第31回年会（札幌） 

原アレキサンドリア金武中城港沖泊り 

原ラ・ホヤ佐世保港寄港（～29） 

8  3 

23 

環境放射能分析研修「積算線量測定法」（～6）

JICA 集団研修「環境放射能分析」（～9/17） 

8  4

7

13

16

18

19

20

21

原ツーソン佐世保港沖泊り 

原ツーソン佐世保港沖泊り 

原シティー オブ コーパス クリスティー

金武中城港沖泊り 

原サンフランシスコ金武中城港沖泊り 

原オクラホマ シティ横須賀港沖泊り 

原シティー オブ コーパス クリスティー

金武中城港沖泊り 

原サンフランシスコ横須賀港寄港(～30） 

原シティー オブ コーパス クリスティー

金武中城港沖泊り 

原ジョン C．ステニス佐世保港沖泊り（～25）
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24 

29 

 

30 

 

原子力研究交流制度によりマレーシアから研究

者１名受入(～12/3) 

第１回環境放射能水準調査検討委員会 

環境放射能分析研修「Ge 半導体検出器による測

定法（第2回）」（～10/7） 

第74回月例セミナー（平成15年度自主研究成果発

表会） 

9  2

3

6

12

13

15

22

第11回原子力軍艦放射能調査専門家会合 

原シャルロット横須賀港寄港(～7） 

平成16年度環境放射線等モニタリング調査委

託業務説明会（環境省） 

原ホノルル佐世保港沖泊り 

原ツーソン横須賀港寄港(～20） 

原ホノルル佐世保港沖泊り 

原オクラホマ シティ横須賀港寄港(～29) 

注）原は原子力艦を示す

トピック 
 

◆米軍ヘリ墜落に係る現地調査について 

 平成16年8月13日、米軍ヘリが沖縄県宜野湾市

の沖縄国際大学に墜落しました。このヘリには

回転翼の亀裂を検知するために、6個のストロン

チウム90が装備されていました。5個は米軍によ

り回収されましたが1個は回収されていません。

このため、米軍の依頼により、当センターは

9月13日から15日までの3日間、サーベイメータ

による調査、大気浮遊じん及び土壌の採取を行 

 
 

いました。サーベイの結果、局所的に放射線が

高い箇所はありませんでした。 

 

◆原子力研究交流制度による研究者受入れ 

 原子力研究交流制度により、9月6日から12

月3日までの3ヵ月間の予定で、マレーシアの研

究者 Ms. Zalina Laili を受け入れました。研究

題目は、ゲルマニウム半導体検出器による環境

試料中の Cs-137測定です。 
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